
整形外科専門医と
サブスペシャルティ整形外傷認定医

ディベート
整形外傷医の育成、ここを変えよう！

埼玉医科大学総合医療センター
外傷センター

井口浩一



整形外傷医

にハマった理由
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1年間 初期研修
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1996年 埼玉医科大学総合医療センター
救命センター助手
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PTD
Preventable trauma death



2009年（〜2015年）

帝京大学病院 外傷センター

松下隆先生 新藤正輝先生



外傷センター 100床

埼玉医科大学総合医療センター
救命病棟新設

2016年
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臓器別診療科 内科、外科の細分化

整形外科は Major診療科

1. 内科学会 12万
2. 外科学会 4万1千
3. 整形外科学会 2万6千

1. 消化器病学会 3万6千
2. 循環器学会 3万5千
3. 整形外科学会 2万6千



日本消化器外科学会HPより



救急医療の変化

超高齢社会

医療のイノベーション

専門病院の役割が強化

重度外傷の減少
高齢者外傷の増加



重度外傷の集約化

重度外傷センター（3施設）
特定外傷センター（1施設）

特定外傷センター
重度外傷センター

救命救急センター

救命センター 11施設



大腿骨近位部骨折 25万件/年

緊急手術

働き方改革

医師不足

整形外科手術推計 120万件/年





1. 内科
2. 外科
3. 整形外科



専攻医が執刀する手術の

半数以上が外傷

JOA会員数：JOTA会員数＝2万６千：4400

= 6：1



専攻医の教育 (~PGY6)

専門医の教育 (PGY7~)



整形外科専門医取得後の生涯研修 （日整会HPより）

大学院で研究

サブスペシャリティーを極める

地域医療を極める



整形外科領域のサブスペシャルティ

リウマチ医
スポーツ医
脊椎脊髄病医
脊椎内視鏡下手術・技術認定医
運動器リハビリテーション医
骨・軟部腫瘍医

脊椎脊髄外科専門医
（手外科専門医）

認定医

専門医



専攻医に対する外傷教育の

指導者育成

資格更新制

JOTA会員

レジストリー、予後調査

手術実績

整形外傷認定医



必修単位 40単位
流動単位 5単位

手術症例 術者 80例以上

うち外傷は 6単位



サブスペシャルティ

整形外傷認定医



専門医取得後

整形外傷を極める

脊椎脊髄外傷

重度四肢外傷

大腿骨近位部、骨盤、寛骨臼、肩、肘、手…



高齢者 併存疾患

緊急手術

集約化
チームビルディング



まとめ

整形外傷の指導者の資格制度が必要

資格更新制度により生涯教育が担保

専攻医を整形外傷認定医取得に導く

整形外傷レジストリーの充実に不可欠
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